
       

日時： 2022年 9 月 26日（月）18 時～20時 

場所： 大阪公立大学 I-site なんば 

講師：  科学ジャーナリスト 寺門和夫氏 

主催： 関西宇宙イニシアティブ・大阪公立大学宇宙科学技術研究センター 

御希望の方は、下記のメールアドレスに御連絡下さい。参加費は無料です。 

************************************************* 

NPO法人関西宇宙イニシアティブ（KASPI)事務局 

〒599-8531 堺市中区学園町１－１ 

大阪公立大学 小型宇宙機システム研究センター内 

E-mail: kaspi[at]omu.ac.jp  [at]→@

************************************************* 

NASA ではアポロ計画以来の有人月着陸を目指すアルテミス計画が進められています。ア

ルテミス計画の誕生から現在の状況、今後のスケジュールなどを紹介し、アルテミス計画

の目指すところと月・火星探査の未来について解説します。アルテミス計画には日本も参

加しており、日本の今後の宇宙開発（宇宙探査活動、日本人宇宙飛行士の ISS滞在など）

にとっても重要な意味を持ってきます。アルテミス計画は国際的な宇宙開発活動の構造を

大きく変えていくものでもあり、この点に関しても考えてみたいと思います。

寺門 和夫（てらかど かずお） 
(財)日本宇宙フォーラム宇宙政策調査研究センターフェロー）、科学雑誌

『ニュートン』の編集責任者を創刊以来長年にわたってつとめ、NASAや

ロシアの宇宙施設をたびたび訪問。著書『ファイナル・フロ       ン

ティア 有人宇宙開拓全史』（青土社）、『宇宙開発の未来年表』（イースト

新書 Q）ほか多数。

第 73回「ふたたび月を目指して」 


